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１　調査地の概況

　榛名公園は、昭和天皇皇后両陛下の御成婚を記念し、御料地の払い下げを受けて設置された県立
公園である。公園区域は、榛名山外輪山の内側、榛名山頂の榛名湖を含む395haである。山頂の
カルデラ内部は、火口原としての沼ノ原、火口湖「榛名湖」などがあり、バラエティに富んだ公園
を形作っている。植物は、ミズナラ、カシワ、レンゲツツジ、ユウスゲなどが多く見られる。特
に、ニッコウキスゲに似た高山植物、ユウスゲの群生地は榛名山の見所の一つである。また、レン
ゲツツジも沼の原を中心に群生している（群馬県ホームページ）。
　比較的新しい火山である榛名山には、古くから森林から草地、湿地，ガレ場など多様な環境があ
る。このため、太平洋側に分布する植物が中心となって生育しているが、日本海側の植物，古い時
代からいる植物、日本固有の植物など多様な植物相となっている。最近になって、散策に適した沼
ノ原や伊香保森林公園などに観察コースが整備されたため、自然に親しむために訪れる人の姿が多
く見られるようになった（小林ら 2001）。
　沼ノ原は、第二次世界大戦中・後に開拓を受けたが、その後放置されたために二次草原から陽樹
林への自然遷移の途上にある。このため、草原に低木状のカシワやズミ、カントウマユミ等が侵入
し、カシワの中には高木にまで生長したものがある。遊歩道周辺と伊香保からの県道の北側におい
ては、ミズナラや低木類の除伐が群馬県により2001年に行われ、草本についても刈り払いが行わ
れた（松澤ら 2003）。
　沼ノ原では、その後群馬県の2002年調査により絶滅危惧植物種を含む43科154種5変種の維管束
植物が確認されている。この調査結果をもとに、沼ノ原のススキ草原のように二次的に成立した草
原は、里山と同様に人為的な圧力がかからないと存続が困難であると指摘された（松澤ら 2003）。
　2003年以降も当地では県道沿いなど一部で草刈り管理は行われているものの、その効果は草原
の維持のためには十分でなく、全体としては自然遷移が進行してしまう、いわゆる「アンダーユー
ス」の状態にあるものと考えられる（プレフドルゴル 2012）。
　2014年秋、既設の沼ノ原遊歩道が大幅に延長され、東西方向にも南北方向にも約2倍の範囲で散
策・踏査が可能となった。これは主として高茎草本植物（ススキなど）やビッチュウミヤコザサ群
落を、重機とブッシュカッターを用いて切り開き、道幅約2mの遊歩道を網目状に築いたものであ
る（田村 2016）。2015年夏にこれら草刈りされた場所の植物相調査を行ったところ、2014年まで
に確認された植物種のうち複数の絶滅危惧植物種・希少植物種において開花個体数の大幅な増加が
みられた（田村 2016）。
　2016年以降のモニタリング調査によれば、開花個体数が持続またはさらに増加した種がある一
方で、次第に減少している種もある（篠原 2017、櫻井 2018、管 2020、綿屋 2023）。
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２　調査目的とモニタリング調査の必要性

　本実験・調査は、榛名公園ビジターセンターおよび地域の保全活動者から「榛名公園沼ノ原の草
刈り管理の適切な頻度、方法、時期について、絶滅危惧植物種・希少種の保全の観点から明確化し
てほしい」との依頼があったことに起因して開始された。2014年秋の、主としてビッチュウミヤ
コザサ群落に対する比較的大規模な刈り払い後は、県道沿いの道普請程度の草刈は継続して実施さ
れているが、新造した遊歩道については道普請の頻度は低い。2023年時点では、多くの新造遊歩
道は高茎草本植物（ススキなど）やビッチュウミヤコザが繁茂して狭くなり道として判別しにくく
なっている。
　したがって、高茎草本植物やビッチュウミヤコザを2014年秋のように刈り払うことにより、絶
滅危惧植物種・希少植物種の開花個体数の増加がみられるかどうかを検証することは、沼ノ原の草
刈り管理方法を確立するために必須である。
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３　2023年度の草刈およびモニタリング調査結果

（1）実験区の設置および草刈
　実験区は沼ノ原北西側のススキ草原（メロディーラインの西側、実験区1）および南東部のビッ
チュウミヤコザサ群落（メロディーラインの東側、実験区2）の計2区を設置することとした。
2023年6月29日に、石川およびビジターセンター管理人・高井亮氏で実験区1（約15m×40m）の
草刈りおよび調査区1の設営を行った。草刈りはブッシュカッターと鎌で行い、絶滅危惧植物種お
よびレンゲツツジ、ユウスゲ等保護の必要のある草木を残し、他の草木は地際で刈り取りとった。
刈り取った草木のうち難分解性の木本およびシダは区外に持ち出し、他は区内に放置した。実験区
の中に10m×10mの調査区1を設け、杭を立て防鳥ネットを周囲に巡らした。2023年10月8日に調
査験区の枠を撤去した。2024年も同様のスケジュールで実験と調査を継続する予定である。
　実験区2については予定地がビジターセンターによりすでに広範囲で草刈りされていたので、
2024年に調査区2を追加設置する予定である。

（2）モニタリング調査
　2023年4月～9月の間に1週間～1ヵ月程度おきに、実験区1および2において植物種の種別、分布
範囲、生育・繁殖状況、および立地環境の状況を、徒歩での視認と写真撮影により随時確認・記録
した。
　2023年6月29日に実験区1の植物相調査を行い、草刈の際残した植物およびその後出芽した植物
のリストを作成した。調査区1においては一部の草本が異常高温のためか立ち枯れていた。絶滅危
惧植物種は1個体焼死のように立ち枯れた以外は、順調に生育していた。
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